
林
羅
山
の

L子

老
問
答
解
釈

大
　
野

出

は
じ
め
に

　
林
羅
山
は
、
近
世
初
期
を
代
表
す
る
朱
子
学
者
で
あ
り
、
ま
た
啓
蒙
家

で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
時
に
、
羅
山
は
、
近
世
初
期
の
老
子
学
の
第
一

人
者
で
も
あ
っ
た
。
羅
山
は
、
宋
の
林
希
逸
の
『
老
子
口
義
』
に
訓
点
を

施
し
頭
註
を
付
し
、
さ
ら
に
は
『
老
子
』
の
和
文
註
釈
書
『
老
子
抄
解
』

の
執
筆
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
一
方
で
、
『
羅
山
先
生

文
集
』
等
の
羅
山
の
言
説
を
留
め
た
史
料
に
お
い
て
、
羅
山
の
老
子
思
想

に
対
す
る
否
定
的
見
解
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
一
見
、
相
矛
盾
す
る
か
の
ご
と
く
見
え
る
が
、
羅
山
の

言
説
を
年
代
順
に
追
っ
て
ゆ
く
と
、
羅
山
の
老
子
観
は
、
慶
長
元
和
期
と

寛
永
期
以
降
と
の
二
つ
の
時
期
に
大
別
で
き
る
こ
と
が
判
る
。

　
慶
長
元
和
期
を
中
心
と
し
た
時
期
の
羅
山
の
老
子
観
を
仮
に
「
前
期
老

子
観
」
、
寛
永
期
以
降
の
老
子
観
を
仮
に
「
後
期
老
子
観
」
と
呼
ぶ
こ
と

に
す
れ
ば
、
前
期
老
子
観
は
、
儒
教
思
想
と
、
こ
れ
に
対
立
す
る
反
儒
教

思
想
と
の
二
極
対
立
構
造
の
中
で
、
道
教
さ
ら
に
は
仏
教
と
と
も
に
、
反

儒
教
思
想
と
し
て
、
老
子
思
想
を
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
後
期
老
子
観
は
、
儒
教
・
反
儒
教
と
い
う
単
純
な
二

極
対
立
構
造
か
ら
脱
却
し
、
老
子
思
想
と
混
同
さ
れ
が
ち
な
思
想
と
、
本

来
の
老
子
思
想
と
を
峻
別
し
、
老
子
思
想
自
体
に
は
、
正
当
な
評
価
を
与

え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
期
老
子
観
の
一
つ
の
表
わ
れ
が
、

先
に
も
述
べ
た
『
老
子
抄
解
』
の
執
筆
で
あ
る
。

　
無
論
、
羅
山
は
前
期
老
子
観
か
ら
後
期
老
子
観
に
急
激
に
移
行
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
慶
長
元
和
期
に
も
既
に
後
期
老
子
観
の
萌
芽
と
も
言
え
る

肯
定
的
な
老
子
観
が
見
ら
れ
、
逆
に
、
寛
永
期
移
行
に
も
前
期
老
子
観
の

名
残
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
寛
永
期
前
半
を
中
心
と
し
た
時
期
に
、

羅
山
の
老
子
観
は
、
前
期
老
子
観
か
ら
後
期
老
子
観
へ
と
徐
々
に
移
行
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
〕

て
い
っ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
羅
山
の
老
子
観
の
推
移
を
最
も
顕
著
に
反
映
し
て
い
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る
と
思
わ
れ
る
、
所
謂
「
孔
老
問
答
」
に
対
す
る
羅
山
の
解
釈
の
変
化
と

い
う
具
体
的
事
例
に
焦
点
を
当
て
、
考
察
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

慶
長
九
年
の
孔
老
問
答
理
解

　
慶
長
九
年
（
ニ
ハ
〇
四
年
・
羅
山
二
十
二
歳
）
に
、
吉
田
玄
之
に
宛
て

た
書
簡
の
中
で
、
孔
老
問
答
に
つ
い
て
、
羅
山
は
次
の
よ
う
な
見
解
を
述

べ
て
い
る
。

　
礼
記
二
、
孔
子
ノ
日
ク
、
吾
聞
ヶ
リ
ト
ニ
諸
レ
ヲ
老
甲
二
一
、
史
記
二
、
孔
子

　
問
フ
ト
ニ
礼
ヲ
於
老
子
二
一
、
然
ラ
バ
則
チ
瑞
ハ
蓋
シ
知
ル
レ
礼
ヲ
者
耶
、
而
モ
其

　
之
作
ル
ニ
五
千
言
ヲ
一
也
、
日
ク
失
ヒ
テ
レ
義
ヲ
而
後
二
礼
ア
リ
、
礼
ハ
者
忠
信

　
之
薄
キ
ニ
シ
テ
乱
之
首
也
ト
、
然
ラ
バ
則
チ
所
謂
礼
ハ
者
如
キ
レ
此
ク
ノ
而
已
乎
、

　
而
モ
謂
フ
ハ
ニ
孔
子
問
フ
ト
τ
之
レ
ヲ
可
ナ
ル
乎
、
或
ル
ヒ
ト
日
ク
有
リ
ト
ニ
両
リ
ノ

　
老
用
一
、
或
ル
ヒ
ト
日
ク
非
也
ト
、
書
二
云
フ
、
天
秩
イ
デ
ニ
有
礼
ヲ
一
白
リ
テ
ニ

　
我
ガ
五
礼
二
一
有
ル
レ
庸
ユ
ル
コ
ト
哉
、
礼
ハ
者
自
ラ
是
レ
天
理
之
当
然
ニ
シ
テ
而

　
為
ス
ニ
之
レ
ガ
節
文
ヲ
一
、
人
事
之
所
ニ
シ
テ
レ
為
ス
而
為
ス
ニ
之
レ
ガ
儀
則
ヲ
一
、

　
不
ル
コ
ト
レ
可
ヵ
ラ
三
一
日
モ
無
ク
ン
バ
ァ
ル
ニ
此
ノ
礼
一
也
亦
明
ヶ
シ
実
、
臆
親
レ
ヵ

　
謂
ハ
ン
ニ
李
氏
ガ
之
子
知
ル
ト
τ
礼
ヲ
乎
、
不
ル
レ
知
ラ
ニ
礼
ハ
者
乃
チ
是
レ
天

　
秩
ナ
ル
コ
ト
ヲ
一
也
、
遣
徳
仁
義
事
ヘ
レ
君
二
事
フ
レ
父
二
、
。
非
ラ
ザ
レ
バ
レ
礼
二

　
不
レ
成
ラ
、
老
子
何
ゾ
日
フ
ニ
失
ヒ
テ
レ
義
ヲ
而
シ
テ
後
二
礼
ア
リ
、
礼
ハ
者
忠
信

　
之
薄
キ
ニ
シ
テ
乱
之
首
ナ
リ
ト
一
哉
、
或
ル
ヒ
ト
日
ク
、
礼
運
大
同
章
之
所
レ
云
フ

　
如
何
ト
、
勝
対
ヘ
テ
日
ク
、
陳
氏
云
フ
、
礼
ハ
者
道
徳
之
衰
へ
忠
信
之
薄
キ

　
乃
シ
老
荘
之
説
非
ザ
ル
ニ
先
王
之
格
言
j
也
ト
、
蓋
シ
謂
フ
ト
レ
此
レ
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

　
（
「
寄
ス
ニ
田
玄
之
二
こ
）

　
慶
長
九
年
、
二
十
二
歳
の
羅
山
は
、
『
礼
記
』
お
よ
び
『
史
記
』
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
孔
老
問
答
、
す
な
わ
ち
、
孔
子
が
老
子
に
礼
に
つ
い
て
教

え
を
受
け
た
と
い
う
記
述
に
対
し
て
、
強
い
疑
念
を
抱
い
て
い
る
。
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
？
一

か
に
、
『
礼
記
』
「
曾
子
問
」
で
は
、
祖
廟
に
対
す
る
「
礼
」
、
■
あ
る
い
ば

葬
儀
に
お
け
る
「
礼
」
に
関
す
る
曾
子
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
、
孔
子
は
、

老
子
一
「
老
帯
」
）
か
ら
口
授
さ
れ
た
こ
と
を
、
そ
の
ま
ま
曾
子
に
伝
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
（
5
）

い
る
。
ま
た
、
『
史
記
』
の
「
孔
子
世
家
」
「
老
子
伝
」
に
は
、
孔
子
が
老

子
に
「
礼
」
に
つ
い
て
尋
ね
る
た
め
に
、
周
に
赴
い
た
旨
が
述
べ
ら
れ
て

　
＾
6
）

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
『
礼
記
』
お
よ
び
『
史
記
』
の
記
述
に
対
し
て
、
羅
山
が

強
い
疑
念
を
抱
く
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
儒
家
が
最
も
重
ん
ず
る
思

想
の
一
つ
で
あ
る
「
礼
」
に
つ
い
て
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
、
孔
子
が
老
子

に
尋
ね
た
な
ど
と
い
う
こ
と
を
、
二
十
二
歳
の
羅
山
が
承
服
で
き
よ
う
は

ず
が
な
い
。
先
に
示
し
た
「
寄
ス
ニ
田
玄
之
二
一
」
に
お
い
て
、
羅
山
も
指

摘
し
て
い
る
通
り
、
『
老
子
』
第
三
十
八
章
に
は
、
「
失
ヒ
テ
レ
道
ヲ
而
シ
テ

後
二
徳
ア
リ
、
失
ヒ
テ
レ
徳
ヲ
而
シ
テ
後
二
仁
ア
り
、
失
ヒ
テ
レ
仁
ヲ
而
シ
テ
後
二
義
ア
リ
、

失
ヒ
テ
レ
義
ヲ
而
シ
テ
後
二
礼
ア
リ
、
夫
レ
礼
ハ
者
忠
信
之
薄
キ
ニ
シ
テ
而
乱
之
首
也
」

と
あ
る
。
『
老
子
』
第
三
十
八
章
に
お
い
て
、
「
礼
」
は
、
「
道
」
よ
り
も
、

「
徳
」
よ
り
も
、
「
仁
」
よ
り
も
、
「
義
」
よ
り
も
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
「
礼
」
は
忠
誠
心
や
信
義
が
稀
薄
で
あ
る
が
た
め
に

生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
取
り
沙
汰
一
、
．
．
い
る
こ
と
自
体
が
、
争
乱
の

第
一
歩
な
の
で
あ
る
、
と
『
老
子
』
は
し
て
い
る
。

　
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
儒
家
の
「
礼
」
に
対
す
る
思
想
と
、
『
老
子
』

の
「
礼
」
に
対
す
る
思
想
は
、
真
向
か
ら
対
立
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
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重
大
な
問
題
を
孕
ん
だ
思
想
で
あ
る
「
礼
」
に
つ
い
て
、
孔
子
が
老
子
に

教
え
を
請
う
た
な
ど
と
い
う
こ
と
を
、
何
故
、
『
礼
記
』
あ
る
い
は
『
史
記
』

が
伝
え
て
い
る
の
か
、
慶
長
九
年
、
二
十
二
歳
の
羅
山
に
は
、
得
心
の
ゆ

く
解
答
が
見
出
せ
な
い
。

　
羅
山
を
最
も
悩
ま
せ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
は
、
出
典
が
『
礼
記
』
お
よ

び
『
史
記
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
羅
山
は
権
威
に
弱
い
。
こ

れ
が
仮
に
、
『
礼
記
』
『
史
記
』
の
よ
う
な
権
威
の
あ
る
書
物
で
な
か
っ
た

な
ら
ば
、
そ
の
記
述
あ
る
い
は
そ
の
書
物
に
対
す
る
論
難
に
よ
っ
て
、
問

題
は
解
決
す
る
。
し
か
し
、
『
史
記
』
は
ま
だ
し
も
、
儒
家
の
経
典
で
あ

る
『
礼
記
』
に
対
し
て
、
論
難
な
ど
で
き
よ
う
は
ず
が
な
い
。
羅
山
は
完

全
な
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
儒
教
と
の
対
立

関
係
の
中
で
『
老
子
』
を
捉
え
よ
う
と
す
る
慶
長
元
和
期
の
羅
山
の
老
子

観
が
、
明
確
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

二
　
慶
安
二
年
の
孔
老
間
答
解
釈

　
二
十
二
歳
の
羅
山
を
悩
ま
せ
て
い
た
孔
老
問
答
の
間
題
に
対
し
て
、
慶

安
二
年
一
ニ
ハ
四
九
年
）
、
六
十
七
歳
の
羅
山
は
、
質
疑
応
答
の
形
を
と
り
、

自
ら
の
見
解
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
問
ヒ
テ
日
ク
、
孔
老
之
道
不
レ
同
ジ
ヵ
ラ
、
而
モ
孔
子
問
フ
ニ
礼
ヲ
於
老
子
二
一
、

　
果
タ
シ
テ
有
ル
レ
之
レ
乎
ト

　
　
答
ヘ
テ
日
ク
、
礼
記
ノ
曾
子
問
、
史
記
ノ
世
家
、
及
ピ
荘
子
等
二
有
リ
ト
レ

　
之
レ

　
　
問
ヒ
テ
日
ク
、
老
子
日
ク
、
失
ヒ
テ
レ
義
ヲ
而
シ
テ
後
二
有
リ
レ
礼
、
礼
ハ
者
忠

　
信
之
薄
キ
ニ
シ
テ
而
乱
之
首
也
ト
、
老
子
非
ズ
ニ
知
ル
レ
礼
ヲ
之
人
二
一
、
而
モ

　
問
フ
ハ
レ
之
レ
ヲ
者
何
ゾ
也
ト

　
　
答
ヘ
テ
日
ク
、
老
子
ハ
為
リ
ニ
周
ノ
柱
下
史
一
、
世
二
称
セ
ラ
ル
レ
知
ル
モ
ノ
ト
レ

　
礼
ヲ
、
故
二
孔
子
聞
キ
テ
ニ
其
ノ
名
ヲ
一
而
往
キ
テ
間
フ
レ
之
レ
ニ
、
聖
人
ハ

　
無
シ
ニ
常
ノ
師
一
、
問
ヒ
ニ
官
ヲ
干
郷
子
二
一
、
学
ピ
ニ
琴
ヲ
干
師
嚢
二
一
、

　
与
二
二
蔓
弘
ト
一
賓
牟
買
魯
ノ
太
師
ト
論
「
問
シ
楽
ヲ
一
、
入
リ
テ
ニ
太
廟
二
一

　
毎
ニ
レ
事
問
フ
、
且
ツ
日
ク
、
三
人
行
ナ
フ
ト
キ
ハ
則
チ
必
ズ
有
リ
ト
ニ
我
ガ
師
一
、

　
蓋
シ
択
り
テ
ニ
其
ノ
可
ヲ
一
而
取
ル
レ
之
レ
ヲ
者
也
、
君
子
ハ
不
レ
恥
ジ
ニ
下

　
問
二
一
、
詩
二
云
フ
、
詞
ル
ニ
千
魏
莞
二
一
、
由
リ
テ
レ
是
レ
ニ
見
レ
バ
レ
之
レ
ヲ
、

　
況
ン
ヤ
老
子
ヲ
乎
、
然
ラ
バ
則
チ
有
レ
ド
モ
レ
取
ル
コ
ト
ニ
周
之
旧
章
ヲ
一
而
不
ル
レ

　
取
ラ
ニ
忠
信
之
薄
キ
ヲ
一
者
也
ト
一
「
慶
安
己
丑
中
春
釈
菜
孔
子
問
フ
ノ
ニ

　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
礼
ヲ
老
子
二
一
問
答
」
）

　
慶
安
二
年
、
六
十
七
歳
に
至
っ
た
羅
山
は
、
孔
子
が
老
子
に
「
礼
」
に

つ
い
て
尋
ね
た
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
明
快
な
結
論
に
到
達
し
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
、
孔
子
が
老
子
に
「
礼
」
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
い
う
説
に
は
、

儒
者
た
る
羅
山
に
と
っ
て
、
二
つ
の
大
き
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
第
一
は
、
仮
に
孔
子
が
老
子
に
教
え
を
受
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
老
子
が
孔
子
よ
り
も
、
学
問
的
、
思
想
的
に
上
位
に
在
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
孔
子
の
権
威
は
著
し
く
失
墜
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
孔
子
を
崇
拝
す
る
儒
者
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は
由
由
し
き
大
問

題
で
あ
る
。

　
こ
の
第
一
の
問
題
に
対
し
て
、
羅
山
は
、
『
論
語
』
の
「
子
張
」
「
公
冶

長
」
、
お
よ
び
『
詩
経
』
の
「
板
」
の
言
葉
を
借
り
て
、
自
分
よ
り
も
目

下
の
者
あ
る
い
は
身
分
の
低
い
者
に
対
し
て
、
自
尊
心
を
捨
て
て
教
え
を
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請
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
ま
た
、
孔
子
が
君
子
た
る
所
以
な
の

で
あ
る
、
と
説
明
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
孔
子
が
老
子
か
ら

教
え
を
受
け
て
い
た
と
し
て
も
、
孔
子
が
老
子
よ
り
も
、
学
問
的
、
思
想

的
に
劣
っ
て
い
た
こ
と
に
は
必
ず
し
も
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
し
て
第
二
の
問
題
は
、
孔
子
が
老
子
に
教
え
を
請
う
た
内
容
が
、
官

名
や
琴
な
ど
な
ら
ば
ま
だ
し
も
、
そ
れ
が
、
儒
教
思
想
の
根
幹
に
も
か
か

わ
る
極
め
て
重
要
な
「
礼
」
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
に
対
し
て
も
、
羅
山
は
明
快
な
解
答
を
用
意
し
て
い
る
。
孔

子
が
老
子
に
尋
ね
よ
う
と
し
た
「
礼
」
の
内
容
は
、
周
の
古
く
か
ら
の
仕

来
り
や
捷
、
周
の
礼
法
に
関
す
る
知
識
で
あ
り
、
儒
教
に
お
い
て
重
ん
ず

る
五
常
の
「
礼
」
と
い
う
思
想
に
関
し
て
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
、
と

羅
山
は
説
明
し
て
い
る
。
確
か
に
、
『
礼
記
』
の
「
曾
子
問
」
に
お
い
て
、

孔
子
が
老
子
か
ら
口
授
さ
れ
た
「
礼
」
の
内
容
は
、
祖
廟
に
対
す
る
「
礼
」
、

あ
る
い
は
葬
儀
に
お
け
る
「
礼
」
、
す
な
わ
ち
礼
法
、
儀
礼
で
あ
り
、
言

わ
ば
形
而
下
的
な
「
礼
」
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
た
、
『
史

記
』
の
「
孔
子
世
家
」
「
老
子
伝
」
に
は
、
「
礼
」
の
内
容
に
関
す
る
具
体

的
な
記
述
は
無
い
。
羅
山
は
、
第
二
の
問
題
に
対
す
る
解
決
法
を
、
「
礼
」

に
対
す
る
解
釈
に
よ
っ
て
導
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
示
し
た
慶
安
二
年
の
記
述
に
お
け
る
質
問
者
の
孔

老
問
答
に
対
す
る
認
識
は
、
慶
長
九
年
の
「
寄
ス
ニ
田
玄
之
二
一
」
に
お
け

る
二
十
二
歳
の
羅
山
の
認
識
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
六
十
七
歳
の
羅

山
に
、
そ
の
よ
う
な
意
識
が
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
知
る
由
も
な
い

が
、
こ
の
問
答
は
、
二
十
二
歳
の
羅
山
が
抱
い
て
い
た
疑
問
に
対
し
て
、

六
十
七
歳
の
羅
山
自
ら
が
、
解
答
を
示
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
、
奇
し
く

も
見
え
る
の
で
あ
る
。

　
『
礼
記
』
『
史
記
』
の
記
述
に
対
し
て
論
難
す
る
こ
と
も
疑
念
を
抱
く

こ
と
も
な
く
、
孔
老
問
答
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
六
十
七
歳
の
羅
山
は
、

既
に
明
快
な
結
論
に
到
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
『
老
子
』

を
儒
教
と
の
対
立
関
係
の
中
で
捉
え
る
態
度
は
、
も
は
や
薄
ら
い
で
い
る
。

寛
永
期
以
降
の
羅
山
の
老
子
観
を
顕
著
に
反
映
し
た
事
例
で
あ
る
と
言
っ

て
よ
か
ろ
う
。
は
じ
め
に
も
触
れ
た
『
老
子
抄
解
』
を
羅
山
が
著
わ
し
た

の
も
、
こ
の
慶
安
二
年
の
四
年
前
の
正
保
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

三
　
寛
永
三
年
の
孔
老
問
答
解
釈

　
は
じ
め
に
も
述
べ
た
通
り
、
羅
山
の
老
子
観
の
移
行
は
、
急
激
な
も
の

で
は
な
く
、
寛
永
期
前
半
を
中
心
と
し
た
時
期
に
、
徐
々
に
移
行
し
て
い
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
老
子
観
の
移
行
期
と
思
わ
れ
る
寛
永
期

前
半
に
、
羅
山
は
、
孔
老
問
答
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
g
）

い
る
だ
ろ
う
か
。
『
羅
山
先
生
外
集
』
巻
第
十
に
は
、
寛
永
三
年
一
ニ
ハ

ニ
六
年
・
羅
山
四
十
四
歳
）
に
記
さ
れ
た
「
自
リ
ニ
江
戸
一
答
フ
ル
ノ
ニ
叔

勝
二
一
状
」
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
羅
山
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

孔
子
、
礼
を
老
子
に
問
事
、
其
本
は
始
め
て
荘
子
に
出
た
り
、
荘
子
に

は
つ
く
り
事
多
き
故
に
、
魯
言
と
も
荒
唐
の
事
と
も
い
へ
り
、
人
に
か

こ
つ
け
て
云
事
を
寓
言
と
し
、
根
も
な
き
事
を
云
を
荒
唐
の
こ
と
と
す
、

荒
唐
は
、
ね
な
し
か
づ
ら
な
り
、
女
羅
と
も
唐
蒙
と
も
い
へ
り
、
是
を
．
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其
ま
ま
に
う
け
て
、
孔
子
世
家
に
、

司
馬
遷
記
せ
り
　
故
に
朱
子
も
初



は
疑
て
、
礼
を
老
子
に
問
事
あ
る
べ
か
ら
ず
、
若
又
、
老
子
と
云
者
二

人
あ
る
か
と
思
へ
り
、
礼
記
の
曾
子
問
の
篇
に
亦
老
子
に
き
く
事
あ
れ

ば
、
孔
子
問
は
れ
た
る
事
、
必
し
も
な
し
と
云
べ
か
ら
ず
、
老
子
は
元

来
二
人
あ
る
べ
か
ら
ず
、
周
の
柱
下
の
史
と
な
り
、

守
蔵
の
史
と
な
り

た
る
人
な
れ
ば
、
広
く
見
て
物
を
し
り
、
礼
を
し
れ
る
事
あ
る
べ
し
、

孔
子
年
三
十
ば
か
り
の
時
、
魯
よ
り
周
に
通
て
礼
を
問
へ
り
、
此
老
子

初
め
礼
を
も
し
り
、
道
法
を
も
深
く
云
ひ
述
ん
と
せ
し
か
、
周
の
世
衰

ふ
る
に
及
て
、
世
の
乱
れ
た
る
を
憤
り
て
、
後
に
は
色
色
さ
ま
ざ
ま
の

術
を
も
云
ひ
述
て
、
書
に
あ
ら
は
す
、
今
の
世
の
老
子
経
是
れ
な
り
、

孔
子
に
比
す
れ
ば
、
老
子
病
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
亦
只
の
人
に
あ
ら
ず
、

た
と
ひ
老
子
ほ
ど
に
な
き
人
な
り
と
も
、
孔
子
物
を
問
べ
し
、
故
に
聖

人
に
常
の
師
な
し
と
云
へ
り
官
の
名
を
郷
子
に
問
事
、
左
伝
に
あ
り
、

亦
楽
を
蓑
弘
に
問
ひ
、
琴
ひ
く
事
を
師
嚢
子
に
問
ふ
、
大
廟
に
入
て
は

毎
事
問
時
は
、
廟
守
も
一
時
の
師
な
り
と
も
云
べ
し
、
独
老
子
の
み
に

も
限
る
べ
か
ら
ず
、
此
理
あ
る
故
に
、
朱
子
初
は
疑
ふ
と
い
へ
と
も
、

後
に
は
其
疑
は
し
き
を
伝
へ
た
り
、
論
語
の
序
説
に
も
、
中
庸
の
章
句

に
も
問
礼
老
子
此
事
を
載
た
り
、
釈
迦
出
家
の
初
、
檀
特
山
に
入
て
、

　
仙
人
を
師
と
す
と
あ
り
、
然
れ
ど
も
彼
仙
人
争
で
か
釈
迦
に
及
ば
ん
や
、

　
さ
れ
ば
師
も
必
し
も
弟
子
に
ま
さ
ら
じ
、
弟
子
も
必
し
も
師
に
劣
ら
じ
、

　
異
端
に
お
ゐ
て
如
此
、
儒
者
に
も
亦
此
義
あ
る
べ
し

　
こ
の
記
述
に
よ
っ
て
、
先
に
示
し
た
慶
安
二
年
の
孔
老
問
答
に
対
す
る

解
釈
が
、
寛
永
三
年
、
羅
山
四
十
四
歳
の
時
点
で
、
既
に
、
あ
る
程
度
形

成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

　
第
二
節
に
お
い
て
指
摘
し
た
孔
老
問
答
の
二
つ
の
問
題
点
の
う
ち
の
第

一
、
す
な
わ
ち
、
孔
子
が
老
子
に
教
え
を
請
う
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
よ

る
、
孔
子
の
権
威
の
失
墜
と
い
う
問
題
に
対
す
る
解
釈
は
、
寛
永
三
年
の

こ
の
記
述
に
も
既
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
釈
迦
出
家
の
初
、
檀
特
山
に

入
て
、
仙
人
を
師
と
す
と
あ
り
、
然
れ
ど
も
彼
仙
人
争
で
か
釈
迦
に
及
ば

ん
や
」
と
い
う
楡
え
は
、
こ
の
寛
永
三
年
の
記
述
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
が
、
「
聖
人
に
常
の
師
な
し
と
云
へ
り
、
官
の
名
を
郷
子
に
問
事
、

左
伝
に
あ
り
、
亦
楽
を
蓑
弘
に
問
ひ
、
琴
ひ
く
事
を
師
嚢
子
に
問
ふ
、
大

廟
に
入
て
は
毎
事
問
時
は
、
廟
守
も
一
時
の
師
な
り
と
も
云
べ
し
」
と
い

う
部
分
の
論
法
は
、
慶
安
二
年
の
記
述
と
共
通
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
第
二
の
問
題
で
あ
る
「
礼
」
の
内
容
に
関
し
て
は
、
こ
の
寛
永

三
年
の
記
述
で
は
、
老
子
に
つ
い
て
「
周
の
柱
下
の
史
と
な
り
、
守
蔵
の

史
と
な
り
た
る
人
な
れ
ば
、
広
く
見
て
物
を
し
り
、
礼
を
し
れ
る
事
あ
る

べ
し
」
と
説
明
し
、
老
子
は
博
識
で
あ
っ
た
た
め
、
「
礼
」
に
関
す
る
知

識
も
豊
富
で
あ
っ
た
と
解
釈
し
て
い
る
。
「
礼
」
の
内
容
を
、
思
想
と
し

て
で
は
な
く
知
識
の
範
曉
で
捉
え
よ
う
と
す
る
態
度
は
、
慶
安
二
年
の
解

釈
に
も
通
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
慶
安
二
年
の
記
述
の
最
後
に
示
さ
れ
て

い
る
「
有
レ
ド
モ
レ
取
ル
コ
ト
ニ
周
之
旧
章
ヲ
一
而
不
ル
レ
取
ラ
ニ
忠
信
之
薄
キ
ヲ
一

者
也
」
と
い
う
、
老
子
に
対
す
る
明
確
な
ス
タ
ン
ス
は
、
寛
永
三
年
の
時

点
で
は
、
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
そ
し
て
、
こ
の
寛
永
三
年
の
記
述
が
、
慶
安
二
年
の
解
釈
と
最
も
大
き

く
異
な
る
点
は
、
「
孔
子
、
礼
を
老
子
に
問
事
、
其
本
は
始
め
て
荘
子
に

出
た
り
」
と
い
う
、
言
わ
ば
「
荘
子
由
来
説
」
と
で
杢
言
う
べ
き
解
釈
が

含
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
羅
山
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
孔
子
が
老
子

に
「
礼
」
を
尋
ね
た
と
い
う
話
柄
は
、
『
荘
子
』
に
由
来
し
て
お
り
、
そ
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れ
を
司
馬
遷
が
鵜
呑
み
に
し
て
し
ま
っ
て
『
史
記
』
に
記
し
た
の
で
あ
る

が
、
『
荘
子
』
は
元
来
、
何
の
根
拠
も
な
い
こ
と
を
記
す
こ
と
の
多
い
荒

唐
無
稽
な
書
物
で
あ
る
か
ら
、
『
史
記
』
の
孔
老
問
答
に
関
す
る
記
述
の

内
容
も
疑
わ
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
「
荘
子
由
来
説
」
は
、
慶
長
九
年
の
記
述
に
お
い
て
は
全
く
述
べ

ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
慶
安
二
年
の
記
述
に
お
い
て
も
、
「
礼
記
ノ
曾

子
問
、
史
記
ノ
世
家
、
及
ビ
荘
子
等
二
有
リ
レ
之
レ
」
と
、
『
荘
子
』
に
も
言

及
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
並
列
的
に
『
荘
子
』
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
『
史
記
』
の
孔
老
問
答
に
関
す
る
記
述
が
、
『
荘
子
』

に
由
来
す
る
と
い
う
見
解
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
荘

子
由
来
説
」
は
、
寛
永
三
年
か
ら
慶
安
二
年
の
間
に
見
直
し
が
な
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
『
荘
子
』
に
お
い
て
、
孔
子
と
老
子
と
の
問
答
が
描
か
れ
て
い

る
の
は
、
「
天
地
」
一
例
、
「
天
運
」
三
例
、
「
田
子
方
」
一
例
、
「
知
北
遊
」

一
例
の
計
六
例
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
六
例
の
中
、
孔
子
が
老

子
に
「
礼
」
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
用
例
は
、
実
は
一
つ
も
無
い
の
で
あ

一
9
一

る
。　
寛
永
三
年
の
記
述
に
お
い
て
、
羅
山
は
「
孔
子
、
礼
を
老
子
に
問
事
、

其
本
は
始
め
て
荘
子
に
出
た
り
」
と
し
、
「
是
を
其
ま
ま
う
け
て
、
孔
子

世
家
に
司
馬
遷
記
せ
り
」
と
「
荘
子
由
来
説
」
を
述
べ
て
い
る
が
、
実
は

『
荘
子
』
中
に
は
、
孔
子
と
老
子
と
の
問
答
は
有
る
も
の
の
、
「
孔
子
、

礼
を
老
子
に
問
事
」
に
関
す
る
記
述
は
無
い
の
で
あ
る
、
そ
の
こ
と
を
、

羅
山
が
心
得
て
い
な
か
っ
た
は
ず
は
な
く
、
羅
山
自
身
も
「
吏
本
に
始
め

て
荘
子
に
出
た
り
」
と
い
う
暖
昧
な
表
現
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
『
荘

子
』
の
中
に
「
孔
子
、
礼
を
老
子
に
問
事
」
に
関
す
る
記
述
が
無
い
以
上
、

『
荘
子
』
を
「
其
ま
ま
う
け
て
」
司
馬
遷
が
『
史
記
』
の
「
孔
子
世
家
」

に
「
孔
子
、
礼
を
老
子
に
問
事
」
を
記
し
た
と
い
う
説
は
、
説
得
力
が
極

め
て
乏
し
い
。
こ
の
「
荘
子
由
来
説
」
が
、
慶
安
二
年
ま
で
の
間
に
見
直

し
が
な
さ
れ
た
理
由
の
一
端
は
、
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
こ
の
「
荘
子
由
来
説
」
は
、
『
異
端
弁
正
』
か
ら
の
受
け
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
0
）

り
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
『
異
端
弁
正
』
は
、
明
の
唐
陵
（
艮
卿
一

に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た
異
学
排
撃
の
書
で
あ
り
、
慶
長
九
年
の
羅
山
の
所

　
　
　
　
一
1
1
一

謂
「
既
見
書
目
」
に
も
、
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
『
異
端
弁
正
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
〕

に
は
、
孔
老
問
答
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
孔
子
世
家
二
云
フ
、
孔
子
適
周
問
礼
於
老
子

　
　
愚
按
、
孔
子
師
ト
ス
ル
ニ
老
子
ヲ
一
之
説
、
肇
マ
ル
三
於
荘
周
之
師
ト
ス
ル

　
　
ニ
ニ
老
子
ヲ
一
、
故
二
其
ノ
著
書
独
リ
推
シ
テ
ニ
老
子
ヲ
一
至
ル
ノ
、
、
、
乙
仮
ポ

　
　
設
シ
テ
孔
子
師
ト
ス
ル
ノ
ニ
老
子
ヲ
一
言
呈
叩
ヲ
上
誉
ム
ル
ニ
甲
レ
之
ヲ
、
漢
儒
輯
ス

　
　
ル
ニ
ニ
礼
記
ヲ
一
承
ヶ
テ
ニ
其
言
ヲ
一
日
ク
、
聞
ク
ト
ニ
諸
レ
ヲ
老
甲
二
一
、
司
馬

　
　
遷
ノ
史
記
老
子
伝
二
、
増
ス
下
許
多
ノ
老
子
訓
寸
講
ス
ル
ノ
孔
子
二
二
言

　
　
語
ヲ
上
、
孔
鮒
作
リ
テ
ニ
家
語
ヲ
一
著
ハ
ス
ニ
老
子
ノ
事
実
ヲ
一
、
拠
リ
テ
以
テ

為
シ
テ
レ
証
ト
而
孔
子
世
家
二
謂
ヘ
ラ
ク
、
孔
子
作
ル
ニ
乗
田
卜
一
時
適
キ
テ
レ

周
二
問
フ
ニ
礼
ヲ
於
老
子
二
一
、
至
リ
テ
三
朱
子
ノ
録
ス
ル
ニ
ニ
世
家
之
語
ヲ
於

魯
論
之
首
二
一
、
亦
存
シ
テ
レ
之
レ
ヲ
未
ダ
レ
刷
ラ
、
由
リ
テ
レ
是
レ
ニ
益
ミ

堅
ク
ス
ニ
後
学
之
信
ヲ
一
、
殊
二
不
レ
知
ヲ
下
荘
周
之
書
、
多
ク
ニ
駕
空
寓

言
一
、
借
⇒
重
シ
テ
孔
子
大
聖
ヲ
一
、
以
テ
尊
ス
ル
コ
ト
ヲ
中
其
ノ
師
ヲ
上
、
後

人
不
レ
察
セ
三
礼
記
家
語
史
記
世
家
、
皆
出
ヅ
ル
コ
ト
ヲ
ニ
於
荘
周
之

後
二
一
、
而
シ
テ
問
フ
ニ
礼
ヲ
於
老
子
二
一
之
語
、
備
サ
ニ
載
ス
ニ
諸
書
二
一
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寛
永
三
年
の
羅
山
の
「
自
リ
ニ
江
戸
一
答
フ
ル
ノ
ニ
叔
勝
二
一
状
」
に
お
け

る
「
荘
子
由
来
説
」
が
、
『
異
端
弁
正
』
の
こ
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
荘
子
由
来
説
」
は
、

既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
慶
安
二
年
、
羅
山
六
十
七
歳
の
記
述
に
は
述
べ

ら
れ
て
い
な
い
。
寛
永
三
年
か
ら
慶
安
二
年
に
至
る
二
十
三
年
の
問
に
、

羅
山
は
「
荘
子
由
来
説
」
を
捨
て
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
異
端

弁
正
』
か
ら
の
言
わ
ば
受
け
売
り
の
老
荘
思
想
批
判
か
ら
の
脱
却
を
意
味

し
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

む
す
び
に
か
え
て

　
こ
れ
ま
で
、
慶
長
九
年
（
羅
山
二
十
二
歳
）
、
慶
安
二
年
（
羅
山
六
十

七
歳
一
、
さ
ら
に
寛
永
三
年
一
羅
山
四
十
四
歳
）
の
記
述
を
通
し
て
、
羅

山
の
孔
老
問
答
に
対
す
る
解
釈
の
変
化
を
見
て
き
た
。
『
羅
山
先
生
文
集
』

『
羅
山
先
生
元
集
』
『
羅
山
林
先
生
外
集
』
『
羅
山
林
先
生
別
集
』
『
羅
山

残
稿
』
『
雑
稿
』
等
の
羅
山
の
言
説
を
留
め
た
資
料
に
お
い
て
、
孔
老
問

答
に
関
す
る
羅
山
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
も
の
は
、
以
上
の
三
例
の
み
で

あ
る
が
、
そ
の
変
化
の
跡
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
羅
山
の
老
子
観
の
推

移
の
一
端
を
垣
問
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
孔
老
問
答
に
対
す
る
解
釈
の
変
化
に
は
、
ど
の
よ

う
な
思
想
的
背
景
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
羅
山
は
齢
を
重
ね
る
に

従
っ
て
、
徐
々
に
老
子
批
判
か
ら
老
子
是
認
、
そ
し
て
老
子
受
容
へ
と
、

老
子
観
が
推
移
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
背
景
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
い
ま
一
つ
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
羅
山
の
『
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
3
）

子
口
義
』
受
容
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
は
じ
め
に
も
述
べ
た
通
り
、
羅
山

は
『
老
子
口
義
』
に
訓
点
を
施
し
頭
註
を
附
し
、
さ
ら
に
は
、
『
老
子
口
義
』

に
基
づ
く
『
老
子
』
の
和
文
註
釈
書
『
老
子
抄
解
』
の
執
筆
を
も
行
な
っ

て
い
る
。

　
羅
山
に
よ
っ
て
『
老
子
抄
解
』
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
、
正
保
二
年
二

六
四
五
年
・
羅
山
六
十
三
歳
）
の
こ
と
で
あ
り
、
『
老
子
口
義
』
に
羅
山

の
訓
点
と
頭
註
を
附
し
た
所
謂
『
道
春
点
首
書
本
』
が
刊
行
さ
れ
始
め
た

の
も
、
正
保
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
羅
山
の
『
老
子
口
義
』
と

の
避
遁
そ
の
も
の
は
早
く
、
元
和
四
年
一
ニ
ハ
一
八
年
・
羅
山
三
十
八
歳
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
H
一

に
遡
る
。
こ
の
年
、
羅
山
は
『
老
子
口
義
』
に
次
の
よ
う
な
蹴
文
を
寄
せ

て
い
る
。

　
本
朝
古
来
、
読
ム
ニ
老
荘
列
ヲ
一
者
、
老
ハ
則
チ
用
ヒ
ニ
河
上
公
ヲ
一
、
荘
ハ

　
則
チ
用
ヒ
ニ
郭
象
ヲ
一
、
列
ハ
則
チ
用
7
二
張
湛
ヲ
一
、
而
モ
未
ダ
下
嘗
テ
有
ラ
中

　
及
プ
ニ
希
逸
ガ
ロ
義
二
一
者
上
、
近
代
南
禅
寺
ノ
沙
門
岩
惟
肖
嘗
テ
聞
ク
ニ
荘

　
子
ヲ
子
耕
雲
老
人
明
魏
二
一
、
而
シ
テ
后
惟
肖
始
メ
テ
読
ム
ニ
荘
子
希
逸
口

　
義
ヲ
一
、
爾
来
比
比
皆
然
リ
、
難
モ
レ
然
リ
ト
未
ダ
レ
及
バ
ニ
老
子
希
逸
口

　
義
二
一
、
至
リ
テ
ニ
於
今
二
一
、
人
皆
依
ル
ニ
河
上
二
一
、
余
嘗
テ
見
ル
ニ
ニ
道

　
書
全
書
ヲ
一
、
載
ス
ニ
老
子
数
家
ノ
注
ヲ
一
、
又
有
リ
ニ
老
子
翼
一
、
有
リ
ニ

　
老
子
通
一
、
且
ツ
又
有
リ
ニ
林
兆
恩
ガ
所
ノ
レ
解
ス
ル
者
一
、
不
レ
邊
ア
ラ
ニ
枚

　
数
二
一
、
希
逸
視
プ
ル
ニ
ニ
諸
家
二
一
最
モ
為
リ
レ
優
レ
、
今
余
随
ヒ
レ
見
ル
ニ

　
随
ヒ
テ
点
ジ
テ
而
附
ス
ニ
倭
訓
ヲ
子
妾
二
一

　
羅
山
は
、
当
時
『
老
子
』
を
読
む
人
の
多
く
が
、
河
上
公
註
に
依
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
林
希
逸
の
『
老
子
口
義
』
を
「
視
プ
ル
ニ
ニ
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諸
家
二
一
最
モ
為
リ
レ
優
レ
L
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
実
際
に
、
羅
山
の
『
老

子
口
義
』
受
容
を
契
機
と
し
て
、
近
世
日
本
の
老
子
学
は
、
河
上
公
註
か

ら
『
老
子
口
義
』
へ
と
大
き
く
転
換
す
る
。
日
本
に
お
け
る
老
子
受
容
史

上
、
羅
山
の
『
老
子
口
義
』
受
容
は
、
河
上
公
註
か
ら
『
老
子
口
義
』
へ

の
転
換
点
と
い
う
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

　
で
は
、
羅
山
は
、
『
老
子
口
義
』
の
ど
の
よ
う
な
点
に
、
そ
の
優
越
性

を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
孔
老
問
答
に
対
す
る
解
釈

の
際
に
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
『
老
子
』
第
三
十
八
章
の
「
失
道
而
後

徳
、
失
徳
而
後
仁
、
失
仁
而
後
義
、
失
義
而
後
礼
、
夫
礼
者
忠
信
之
薄
而

乱
之
首
也
」
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
の
解
釈
を
見
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
『
老
子
口
義
』
以
前
に
、
専
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
河
上
公
註
は
、

次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

　
夫
レ
礼
ハ
者
忠
信
之
薄
キ
ト
ハ
、
言
フ
コ
コ
ロ
ハ
礼
ハ
廃
シ
テ
レ
本
ヲ
治
ム
レ
末
ヲ
、

　
忠
信
日
二
以
テ
衰
薄
ナ
リ
、
而
シ
テ
乱
之
首
ナ
リ
ト
ハ
、
礼
ハ
者
賎
、
、
、
ア
レ
質
ヲ
而

　
貴
プ
レ
文
ヲ
、
故
二
正
直
日
二
以
テ
少
ナ
ク
、
邪
乱
日
二
以
テ
生
ズ

　
こ
の
よ
う
に
、
河
上
公
註
で
は
、
「
礼
」
に
対
す
る
『
老
子
』
本
文
の

否
定
的
見
解
を
、
更
に
強
調
し
、
「
礼
」
の
否
定
的
側
面
を
具
体
的
に
説

明
し
て
い
る
。
こ
の
河
上
公
註
の
解
釈
に
従
え
ば
、
「
礼
」
を
重
ん
ず
る

儒
教
と
『
老
子
』
の
思
想
と
は
厳
し
く
対
立
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
『
老
子
口
義
』
で
は
、
『
老
子
』
第
三
十
八
章
に
対
し
て
、

強
引
と
も
思
わ
れ
る
新
し
い
解
釈
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
『
老
子
口
義
』

の
解
釈
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
老
子
之
言
フ
ニ
仁
義
礼
ヲ
一
、
其
ノ
字
義
皆
与
孔
孟
ト
不
レ
同
ジ
ヵ
ラ
、
就
キ
テ

　
其
ノ
書
二
一
而
求
ム
レ
バ
ニ
其
ノ
意
ヲ
一
可
也

　
こ
の
『
老
子
口
義
』
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
『
老
子
』
の
中
で
論
じ
ら
れ

て
い
る
「
仁
」
「
義
」
「
礼
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
、
儒
家
の
言
う
「
仁
」

「
義
」
「
礼
」
の
意
味
と
は
、
そ
も
そ
も
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

『
老
子
』
の
中
で
、
た
と
え
「
仁
」
「
義
」
「
礼
」
等
を
軽
ん
じ
、
あ
る
い

は
否
定
す
る
表
現
が
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
儒
家
思
想
へ
の
批

判
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
れ
に
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
）

す
る
解
釈
は
、
他
に
『
老
子
口
義
』
第
二
十
章
お
よ
び
第
二
十
一
章
に
お

い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
『
老
子
口
義
』
の
解
釈
は
、
『
老
子
』
が
本
来
持
つ
儒
家

思
想
へ
の
批
判
と
い
う
鋭
い
矛
先
の
方
向
を
そ
ら
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
儒
家
思
想
へ
の
批
判
思
想
、
対
立
思
想
と
し
て
の
『
老

子
』
の
毒
を
抜
い
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
『
老
子
口
義
』
が
、
羅
山
の
老
子
観
の
移
行
に
、
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
支
た
、
孔
老

問
答
と
い
う
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
、
寛
永
三
年
お
よ
び

慶
長
二
年
の
記
述
に
見
ら
れ
た
「
礼
」
の
内
容
に
対
す
る
解
釈
、
す
な
わ

ち
、
孔
子
が
老
子
に
尋
ね
た
「
礼
」
の
内
容
は
、
儒
教
に
お
い
て
重
ん
ず

る
五
常
の
「
礼
」
と
い
う
思
想
に
関
し
て
で
は
な
く
、
周
の
古
く
か
ら
の

仕
来
り
や
捷
、
あ
る
い
は
礼
法
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
と
す

る
解
釈
の
発
想
の
源
は
、
こ
の
『
老
子
口
義
』
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
む
す
び
に
か
え
て
、
羅
山
の
孔
老
問
答
解
釈
の
思
想
的
背
景
に

つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
行
な
っ
た
。
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註

（
1
）
拙
稿
「
林
羅
山
の
老
子
観
の
推
移
」
一
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程

　
　
日
本
文
化
研
究
学
際
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
紀
要
『
日
本
文
化
研
究
』
第
二

　
　
号
　
一
九
九
〇
年
刊
　
所
収
）
参
照
。

（
2
）
『
羅
山
先
生
文
集
』
巻
第
二
所
収
。
『
羅
山
先
生
文
集
』
の
底
本
に
は
、

　
　
寛
文
二
年
刊
の
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
を
用
い
た
。
ま
た
、

　
　
引
用
に
際
し
て
、
使
用
漢
字
は
、
常
用
漢
字
表
で
示
さ
れ
て
い
る
も

　
　
の
は
そ
の
字
体
を
、
そ
の
他
は
旧
漢
字
を
用
い
た
。
他
の
資
料
の
引

　
　
用
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（
3
）
曾
子
問
日
、
古
者
師
行
、
必
以
遷
廟
主
行
乎
、
孔
子
日
、
天
子
巡
守
、

　
　
以
遷
廟
主
行
、
載
干
斉
車
、
言
必
有
尊
也
、
今
也
取
七
廟
之
主
以
行
、

　
　
則
失
之
実
、
当
七
廟
五
廟
無
虚
主
、
虚
主
者
、
唯
天
子
崩
、
諸
侯
莞
、

　
　
与
去
其
国
、
与
胎
祭
於
祖
、
為
無
主
耳
、
吾
聞
諸
老
瑞
、
日
、
天
子

　
　
崩
、
国
君
苗
宛
、
則
祝
取
群
廟
之
主
、
而
蔵
諸
祖
廟
、
礼
也
、
卒
突
成

　
　
事
、
而
后
主
各
反
其
廟
、
君
去
其
国
、
大
宰
取
群
廟
之
主
以
従
、
礼

　
　
也
、
胎
祭
於
祖
、
則
祝
迎
四
廟
之
主
、
主
出
廟
入
廟
必
躁
、
老
用
云

　
　
（
中
略
）

　
　
曾
子
問
日
、
葬
引
至
干
瓶
、
日
有
食
之
、
則
有
変
乎
、
且
不
乎
、
孔

　
　
子
日
、
昔
者
吾
従
老
甲
、
助
葬
於
巷
党
、
及
堆
日
有
食
之
、
老
瑞
日
、

　
　
丘
、
止
枢
就
道
右
、
止
突
以
聴
変
、
既
明
反
、
而
后
行
、
日
、
礼
也
、

　
　
反
葬
而
丘
問
之
日
、
夫
枢
不
可
以
反
者
也
、
日
有
食
之
、
不
知
其
已

　
　
之
遅
数
、
則
量
如
行
哉
、
老
甲
日
、
諸
侯
朝
天
子
、
見
日
而
行
、
逮

　
　
日
而
舎
奨
、
大
夫
使
、
見
日
而
行
、
逮
日
而
舎
、
夫
枢
不
蚤
出
、
不

　
　
莫
宿
、
見
星
而
行
者
、
唯
罪
人
与
奔
父
母
之
喪
者
乎
、
日
有
食
之
、

　
　
安
知
其
不
見
星
也
、
且
君
子
行
礼
、
不
以
人
之
親
沽
患
、
吾
聞
諸
老

　
　
照
云

（
4
）
魯
南
宮
敬
叔
、
言
魯
君
日
、
請
与
孔
子
適
周
、
魯
君
与
之
一
乗
馬
両

　
　
馬
一
竪
子
、
倶
適
周
問
礼
、
蓋
見
老
子
云
、
辞
去
而
老
子
送
之
日
、

　
　
吾
聞
富
貴
者
送
人
以
財
、
仁
人
者
送
人
以
言
、
吾
不
能
富
貴
、
窃
仁

　
　
人
之
号
、
送
子
以
言
、
日
、
聡
明
深
察
而
近
於
死
者
、
好
議
人
者
也
、

　
　
博
弁
広
大
危
其
身
者
、
発
人
之
悪
者
也
、
為
人
子
者
、
母
以
有
己
、

　
　
為
人
臣
者
、
母
以
有
己

（
5
）
孔
子
適
周
、
将
問
礼
於
老
子
、
老
子
日
、
子
所
言
者
、
其
人
与
骨
皆

　
　
己
朽
ム
矢
、
独
其
言
在
耳
、
且
君
子
得
其
時
則
駕
、
不
得
其
時
則
蓬
累

　
　
而
行
、
吾
聞
之
、
良
買
深
蔵
若
虚
、
君
子
盛
徳
容
貌
若
愚
、
去
子
之

　
　
騒
気
与
多
欲
態
色
与
淫
志
、
是
皆
無
益
於
子
之
身
、
吾
所
以
告
子
若

　
　
是
而
已

一
6
）
な
お
、
『
史
記
』
「
仲
尼
弟
子
列
伝
」
に
は
、
孔
老
問
答
と
い
う
形
式

　
　
を
と
っ
て
は
い
な
い
が
、
「
孔
子
之
所
厳
事
、
於
周
則
老
子
」
と
い

　
　
う
記
述
が
あ
る
。

（
7
）
『
羅
山
先
生
文
集
』
巻
第
三
十
三
所
収
。

一
8
）
内
閣
文
庫
所
蔵
。
引
用
に
際
し
て
、
読
点
・
濁
点
を
適
宜
補
い
、
ま

　
　
た
傍
線
を
附
し
た
。

一
9
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
池
田
知
久
氏
の
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

　
　
　
孔
子
が
老
子
に
面
会
し
て
問
う
た
の
は
礼
だ
っ
た
と
す
る
の
が
、

　
　
　
『
史
記
』
孔
子
世
家
・
老
子
伝
の
説
。
以
後
、
こ
の
説
が
勢
力
を

　
　
　
得
て
、
例
え
ば
、
『
礼
記
』
曽
子
問
篇
の
よ
う
な
具
体
的
な
叙
述
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も
生
ま
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
ヶ
に
、

　
　
　
『
史
記
』
に
先
行
す
る
古
文
献
一
『
荘
子
』
）
の
中
の
孔
老
会
見
潭

　
　
　
に
、
礼
の
こ
と
は
全
く
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
『
戦
国
策
』
楚

　
　
　
策
四
の
「
老
莱
子
之
教
孔
子
事
君
」
と
い
う
の
も
、
勿
論
礼
の
こ

　
　
　
と
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
ご
く
大
雑
把
に
い
え
ば
、
司
馬
遷
の
儒

　
　
　
家
・
遣
家
総
合
の
思
想
が
、
従
来
の
、
主
に
道
家
の
立
場
か
ら
、

　
　
　
孔
子
を
財
し
め
る
た
め
に
作
ら
れ
て
き
た
説
話
の
軌
道
を
修
正
し

　
　
　
て
、
礼
に
通
暁
し
て
い
る
、
な
ど
の
よ
う
に
老
子
を
儒
家
化
す
る

　
　
　
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
の
関
係
を
平
衡
な
ら
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
も
っ
と
も
、
こ
の
老
子
の
儒
家
化
、
さ
ら
に
広
く
い
え
ば
、
道
家

　
　
　
の
儒
家
へ
の
接
近
は
、
戦
国
時
代
末
期
以
来
の
思
想
界
の
基
本
的

　
　
　
な
動
き
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
『
中
国
の
古
典
五
　
荘
子
・
上
』
一
学
習
研
究
社
　
一
九
八
三

　
　
　
年
刊
）
「
天
運
」
補
注

（
1
0
）
羅
山
の
異
学
排
撃
の
思
想
に
、
『
異
端
弁
正
』
が
強
い
影
響
を
与
え

　
　
て
い
た
こ
と
は
、
阿
部
吉
雄
氏
が
『
日
本
朱
子
学
と
朝
鮮
』
（
東
京

　
　
大
学
出
版
会
　
一
九
六
五
年
刊
一
に
お
い
て
、
既
に
指
摘
す
る
と
こ

　
　
ろ
で
あ
る
。

一
1
1
）
『
羅
山
年
譜
・
上
』
慶
長
九
年
の
項
に
、
「
今
年
記
シ
下
所
ノ
ニ
既

　
　
見
ル
一
之
書
目
ヲ
上
、
以
テ
自
ラ
励
マ
シ
益
ミ
求
ム
ニ
未
ダ
ル
レ
見
之
書
ヲ
一
、

　
　
其
ノ
目
如
シ
レ
左
ノ
」
と
し
て
、
以
降
に
四
百
に
余
る
書
名
が
列
記
さ

　
　
れ
て
い
る
。
慶
長
九
年
時
点
で
の
羅
山
の
教
養
の
幅
を
知
る
上
で
参

　
　
考
に
な
る
資
料
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
列
記
さ
れ
た
書
物
を
、
慶
長

　
　
九
年
、
二
十
二
歳
の
羅
山
が
完
全
に
読
了
し
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。

　
　
「
既
読
」
と
せ
ず
に
「
既
見
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
そ
の

　
　
こ
と
は
窺
い
知
れ
る
が
、
孔
老
問
答
解
釈
と
の
関
わ
り
で
言
う
な
ら

　
　
ば
、
も
し
慶
長
九
年
の
時
点
で
、
羅
山
が
『
異
端
弁
正
』
。
を
読
了
し

　
　
て
い
た
な
ら
ば
、
同
年
に
執
筆
さ
れ
た
「
寄
ス
ニ
田
玄
之
二
二
中
の

　
　
孔
老
問
答
に
関
す
る
記
述
に
、
何
ら
か
の
形
で
『
異
端
弁
正
』
の
影

　
　
響
が
表
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
異
端
弁
正
』
の
影
響
が

　
　
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
寛
永
三
年
の
記
述
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
　
（
勿
論
、
慶
長
九
年
中
、
「
寄
ス
ニ
田
玄
之
二
一
」
を
執
筆
し
た
後
に
、

　
　
『
異
端
弁
正
』
を
読
了
し
た
と
い
う
可
能
性
も
残
さ
れ
て
は
い
る
。
）

一
1
2
）
『
異
端
弁
正
』
の
底
本
に
は
、
『
近
世
漢
籍
叢
刊
・
思
想
続
編
』
（
岡

　
　
田
武
彦
・
荒
木
見
悟
主
編
中
文
出
版
杜
一
九
七
五
年
刊
）
を
用
い

　
　
た
。

（
1
3
）
拙
稿
「
林
羅
山
の
『
老
子
口
義
』
受
容
」
（
『
日
本
思
想
史
学
』
第
二

　
　
十
三
号
　
日
本
思
想
史
学
会
　
一
九
九
一
年
刊
　
所
収
）
参
照
。

一
1
4
一
内
閣
文
庫
所
蔵
『
老
子
庸
斎
口
義
』
羅
山
手
校
本
に
拠
っ
た
。

（
1
5
）
「
為
セ
バ
レ
道
ヲ
日
二
損
シ
、
為
セ
バ
レ
学
ヲ
日
二
益
ス
、
此
レ
等
字
義
、

　
　
不
レ
可
ヵ
ラ
下
与
二
儒
書
一
同
ジ
ク
論
ズ
上
」
と
あ
る
。

（
1
6
）
「
但
ダ
読
ム
ニ
荘
老
ヲ
一
者
、
当
ニ
シ
下
以
テ
ニ
荘
老
ノ
字
義
ヲ
一
観
ル
上
レ
之
一

　
　
ヲ
、
若
シ
欲
ス
レ
バ
レ
合
セ
ン
ト
ニ
之
レ
ヲ
孔
孟
二
一
、
則
チ
字
多
ク
窒
碍
ス
」
と

　
　
あ
る
。

一
お
お
の
・
い
づ
る
　
国
際
大
学
助
手
一
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